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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　柔軟であって細長な内視鏡挿入部を外周面に巻取りまたは外周面から繰り出しできる回
動自在なドラム部が配設された内視鏡装置であって、
　上記ドラム部は複数の外壁部により内部に空間を有するよう構成され、該ドラム部の外
壁部に該ドラム部の内部と外部とを連通する貫通孔が少なくとも１つ形成されており、
　上記ドラム部の内部に、発熱部が配設されており、
　上記ドラム部の内部に、上記発熱部と、上記貫通孔とを連通する空気の通気路が設けら
れていることを特徴とする内視鏡装置。
【請求項２】
　上記発熱部は、
　上記ドラム部の回動中心に配設されていることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡装
置。
【請求項３】
 上記発熱部は、
 上記内視鏡の光源部と、上記内視鏡に配設されたカメラのコントロールユニットとの少
なくとも一方であることを特徴とする請求項１または２に記載の内視鏡装置。
【請求項４】
 上記空気の通気路は、
 管状部材により形成されていることを特徴とする請求項１～３のいずれかに記載の内視
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鏡装置。
【請求項５】
 上記空気の通気路は、
 上記ドラム部の内部に配設された内蔵物の配置により形成されていることを特徴とする
請求項１～３のいずれかに記載の内視鏡装置。
【請求項６】
 上記発熱部を冷却するファンが配設されていることを特徴とする請求項１～５のいずれ
かに記載の内視鏡装置。
【請求項７】
 上記ファンを上記ドラム部内の温度に応じて駆動させるために、上記ドラム部の内部の
温度を検知する温度センサを上記ドラム部内に配設したことを特徴とする請求項６に記載
の内視鏡装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、細長な挿入部をドラム部に巻き付ける内視鏡装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　周知のように、内視鏡は、医療分野及び工業用分野において広く利用されている。医療
分野において用いられる内視鏡は、細長い挿入部を体腔内に挿入することによって、体腔
内の臓器を観察したり、必要に応じて処置具の挿通チャンネル内に挿入した処置具を用い
て各種処置をしたりすることができる。
【０００３】
　また、工業用分野において用いられる内視鏡は、細長い挿入部をジェットエンジン内や
、発電所の配管等に挿入することによって、被検部位の傷及び腐蝕等の観察や各種処置等
を行うことができる。
【０００４】
　よって、工業用内視鏡の挿入部は、長い配管の内部等が十分に観察できるよう、医療用
のものと比べ非常に長く形成されている。工業用内視鏡の細長の挿入部は、内視鏡検査を
行わない場合は、内視鏡装置の収納ケースに配設された回動自在なドラム部の外周に巻き
付けられ、出来るだけコンパクトに内視鏡装置に収納、保管される。
【０００５】
　内視鏡装置の収納ケース内に、上述したドラム部の他、電源部、挿入部に照明光を供給
する光源部、挿入部先端の撮像素子に対して信号処理を行うカメラコントロールユニット
（以下、ＣＣＵと称す）、挿入部の湾曲部を電動湾曲させる駆動機構を備えた電動湾曲装
置、該電動湾曲装置を駆動制御して湾曲部の湾曲状態を制御する電動湾曲制御回路部、等
が設けられている。
【０００６】
　そして、この内視鏡装置は、光源部、ＣＣＵ、電動湾曲装置、電動湾曲制御回路部等に
、電源部から電力を供給する構成になっている。また、収納ケースの小型化を図るため、
ドラム部内に、光源部、ＣＣＵ等の電気部品を配設する技術も周知である。
【０００７】
　ところで、例えば光源部、ＣＣＵ等は、電源が供給されると発熱する。この際、ある一
定の温度以上発熱すると、光源部が割れたり、ドラム内の雰囲気を過度に熱してしまい、
他のドラム部内に配設された部品に熱が伝播してしまい、該部品の故障に繋がったりする
場合がある。
【０００８】
　尚、この光源部等のドラム部内の雰囲気を熱する発熱部は、ドラム部の回動中心に配設
されているとは限らない。よって、ドラム部の外周に対する内視鏡挿入部の巻き付け具合
により、ドラム部が回動する毎に光源部等の発熱部の位置も移動することとなる。このこ
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とから、ドラム部回動停止後に発熱部が特定位置に常に位置するとは限らない。
【０００９】
　そこで、特許文献１では、光源部、ＣＣＵ等をドラム部内に配設したことにより発生し
た収納ケース内のスペースに、位置が移動してしまう発熱部を確実に冷却するため、ドラ
ム部の外側からドラム部内の隅々まで空気を送り込む大風量の大型のファンを設けた。ま
た、収納ケースに、冷却のための空気を吸気するための吸気部、及び冷却された雰囲気を
収納ケースから排出するための排出部を設けた内視鏡装置が提案されている。
【００１０】
　この内視鏡装置は、吸気部から吸気した空気を大型のファンを用いてドラム部内の隅々
まで送気し、該ドラム部内から冷却に用いた雰囲気を排気部から収納ケースの外部に送気
することにより、発熱部の熱及び発熱部により熱されたドラム部内の雰囲気を確実に冷却
するようになっている。
【特許文献１】特開２００１－２６４６４３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　しかしながら、特許文献１に提案された内視鏡装置においては、大型ファンを用いると
、ファンを配設する収納ケースも大型化してしまうため、内視鏡装置自体が大型化してし
まうといった問題がある。
【００１２】
　また、ファンを大型化すると、ケース内でのファンの風切り音、及びファンを駆動する
モータ音等の騒音が大きくなり、騒音対策を別途施す必要がある。
【００１３】
　本発明は、上記問題点および上記事情に鑑みてなされたものであり、ドラム内に配設さ
れた発熱部を効率よく確実に冷却させることができ、装置の小型化、静音化を図った内視
鏡装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　上記目的を達成するために本発明による内視鏡装置は、柔軟であって細長な内視鏡挿入
部を外周面に巻取りまたは外周面から繰り出しできる回動自在なドラム部が配設された内
視鏡装置であって、上記ドラム部は複数の外壁部により内部に空間を有するよう構成され
、該ドラム部の外壁部に該ドラム部の内部と外部とを連通する貫通孔が少なくとも１つ形
成されており、上記ドラム部の内部に、発熱部が配設されており、上記ドラム部の内部に
、上記発熱部と、上記貫通孔部とを連通する空気の通気路が設けられていることを特徴と
する。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明によれば、ドラム内に配設された発熱部を効率よく確実に冷却させることができ
、装置の小型化、静音化を実現することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態を説明する。
【００１７】
（第１実施の形態）
　図１は、本発明の第１実施の形態を示す内視鏡装置の一部を破いて示した斜視図、図２
は、図１の内視鏡装置の斜視図、図３は、図１，図２中のドラム部を装置本体側から見た
部分正面図である。
【００１８】
　図１に示すように、内視鏡装置１は、柔軟であって細長の挿入部２１を有する工業用の
内視鏡（以下内視鏡と称す）２と、収納ケース８とにより、主要部が構成されている。収
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納ケース８は、移動用の車輪９９を下部に有する箱体８１と、該箱体８１の上部に開閉自
在に接続された蓋体８２とにより構成され、未使用の際に内視鏡２等が収納される。尚、
内視鏡２は、医療用内視鏡であってもよい。
【００１９】
　収納ケース８の箱体８１は、内部に収納した内視鏡２に外部から加わる衝撃力を吸収す
る図示しない緩衝材等を備えている。また、図２に示すように、箱体８１の側面に、箱体
８１内に配設された後述するドラム部３の外周面３ａに内視鏡２の挿入部２１を巻き取る
ためのドラムハンドル４１が取り付けられたドラム巻取り蓋４０が配設されている。
【００２０】
　さらに、ドラム部３の後述する下面板３ｋに形成されたドラム排気孔３ｋｈ（いずれも
図１参照）に対向するドラム巻取り蓋４０の位置に、箱体８１内の雰囲気Ａ’を該箱体８
１の外方に排出する箱体排気孔８１ｈが形成されている。尚、箱体排気孔８１ｈは、ドラ
ム排気孔３ｋｈと気密に接続されている。また、箱体８１の底面に、箱体８１内に、空気
Ａを吸入する箱体吸気孔８１ｅ（図４参照）が形成されている。
【００２１】
　また、箱体８１の上面に、内視鏡２によって撮像された被検部位の画像を表示するモニ
タ７が配設されている。
【００２２】
　箱体８１の内部に、内視鏡２を収納する際、内視鏡２の挿入部２１を外周面３ａに巻き
取る、または内視鏡２を使用する際、挿入部２１を外周面３ａから繰り出すドラム部３、
装置本体４等が収納されている。
【００２３】
　ドラム部３は、外壁部である上面板３ｊ，下面板３ｋ及び外周面３ａを有する管状部材
により構成されたフランジ形状を有している。また、上面板３ｊに、図３に示すように、
箱体８１の箱体吸気孔８１ｅから吸入した空気Ａをドラム部３の内部３ｉに吸入する貫通
孔である円環状のドラム吸気孔３ｊｈが形成されている。尚、該ドラム吸気孔３ｊｈは、
ドラム部３の内部３ｉに配設された後述する円環状の空気配管６０（図３，図４参照）の
一端である上面板３ｊ側の開口部となっている。
【００２４】
　さらに、下面板３ｋのドラム部３の内部３ｉに配設された後述する光源部３２、及び箱
体８１の箱体排気孔８１ｈに対向する位置に、ドラム部３の内部３ｉの雰囲気を、ドラム
部３の外部に排出する貫通孔であるドラム排気孔３ｋｈが形成されている。尚、ドラム排
気孔３ｋｈは、箱体８１の箱体排気孔８１ｈに気密に接続されている。
【００２５】
　装置本体４の内部に、図示しない、内視鏡装置１の電源ユニット、電源分配基板、画像
記録ユニット基板、各種基板とユニット間とを接続する接続ケーブル等が配設されている
。さらに、装置本体４の下部に、シロッコファン等の小型のファン１０１が配設された管
状を有する冷却ユニット１００が配設されている。
【００２６】
　冷却ユニット１００は、ドラム部３の内部３ｉに配設された発熱部３２に対し、空気Ａ
を局部的に導くものであり、この空気Ａにより発熱部３２が冷却される。尚、ドラム部３
の内部３ｉに温度センサを配設し、ドラム部３内の雰囲気が規定した温度以上になったこ
とを検出したとき、ファン１０１を回転させるようにしても良い。
【００２７】
　冷却ユニット１００は、両端部に開口が形成されており、その一端１００ａ（図４参照
）は、箱体８１に形成された箱体吸気孔８１ｅに気密に接続されており、他端１００ｂ（
図４参照）は、ドラム部３の上面板３ｊに形成された円環状のドラム吸気孔３ｊｈの一部
に気密に装着されている。
【００２８】
　次に、箱体８１の内部の構成を、図４～図９を用いて説明する。図４は、図１中の箱体
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の内部に配設された部材の構成を示す箱体の透視斜視図、図５は、図４の箱体の正面図、
図６は、図４中のドラム部の内部の構成を装置本体と共に示す透視正面図、図７は、図４
中のドラム部と装置本体との接続例を示した断面図、図８は、図７の部分斜視図、図９は
、ドラム部と装置本体との他の接続例を示した断面図である。
【００２９】
　図４に示すように、ドラム部３の上面板３ｊの回動中心３ｓに配設された図示しない軸
受けと、装置本体４の一つの側面とは、回動軸３１を介して連結されており、装置本体４
は、回動軸３１を介してドラム部３を回動自在に軸支している。
【００３０】
　尚、回動軸３１は、図７，図８に示すように、回転リング７１を介したベアリング７０
を用いた構成にしてもよい。また、図９に示すように、ベアリング７０のみを用いた構成
にしてもよい。
【００３１】
　また、装置本体４に配設された冷却ユニット１００の他端１００ｂは、ドラム部３の上
面板３ｊに形成された円環状のドラム吸気孔３ｊｈのいずれか一部に気密に装着されてい
る。尚、冷却ユニット１００の他端１００ｂとドラム吸気孔３ｊｈとは、該ドラム吸気孔
３ｊｈが円環状を有していることからドラム部３が回動しても常時気密を保った装着状態
となっている。このため、他端１００ｂとドラム吸気孔３ｊｈとの装着部から冷却ユニッ
ト１００から送気された空気Ａが漏れることはない。
【００３２】
　ドラム部３の上面板３ｊと装置本体４の一つの側面との間に、図５に示すようにシール
材９０が配設されている。シール材９０は、ドラム部３の回動によって発生する該ドラム
部３の回動ゆがみにより、上面板３ｊに形成されたドラム吸気孔３ｊｈと装置本体４に配
設された冷却ユニット１００の他端１００ｂとの装着部から冷却ユニット１００から送気
された空気Ａが漏れるのを防止するためのものであり、ゴム等の弾性体を用いて形成され
ている。
【００３３】
　さらに、ドラム部３の下面板３ｋと箱体８１に配設されたドラム巻取り蓋４０との間に
も、図５に示すように、シール材９０が配設されている。シール材９０は、ドラム部３の
回動によって発生する該ドラム部３の回動ゆがみにより、下面板３ｋに形成されたドラム
排気孔３ｋｈと箱体排気孔８１ｈとの間から雰囲気Ａ’が漏れるのを防止する。
【００３４】
　図４に戻って、ドラム部３の内部３ｉに、発熱部３２、空気Ａの通気路となる配管部で
ある空気配管６０及び連結部である連結管６１、ドラム部３を回動させるためのモータ、
図示しない電気基板等が配設されている。
【００３５】
　発熱部３２は、例えば電源が供給されることにより、発熱する部材により構成されてい
る。例えば挿入部２１の基端に連結されることにより、挿入部２１に挿通された図示しな
いライトカイドの基端面に照明光を供給するランプ部と点灯装置（いずれも図示されず）
とにより、主要部が構成された光源部、または挿入部２１の先端部に配設された、図示し
ない電荷結合素子型固体撮像素子等に対する信号処理を行うＣＣＵ等が挙げられる。尚、
以下、発熱部３２は、光源部を例に挙げて説明する。
【００３６】
　光源部３２は、図４に示すように、ドラム部３の内部３ｉの外周面３ａ寄りであって、
下面板３ｋに形成されたドラム排気孔３ｋｈに対向するドラム排気孔３ｋｈの近傍位置に
光源を供給するための基板や、ドラム部３を回動させるための基板及びモータ等とともに
配設されている。よって、光源部３２は、ドラム部３と一体に回動する。
【００３７】
　空気配管６０は、例えば円環状を有して断熱材により構成されており、図４，図６に示
すように、ドラム部３の上面板３ｊに対し一端であるドラム吸気孔３ｊｈを開口して上面
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板３ｊに固定されている。また、空気配管６０の開口部であるドラム吸気孔３ｊｈのいず
れか一部は、上述したように、常時、冷却ユニット１００の他端１００ｂに気密に装着さ
れている。尚、ドラム吸気孔３ｊｈの冷却ユニット１００の他端１００ｂに装着されてな
い部位は、シール材９０を介して装置本体４の一つの側面に気密に当接している。
【００３８】
　空気配管６０の他端である下面板３ｋ側に、開口が形成されており、該開口は、連結管
６１の一端である連結開口部６１ａに気密に装着されている。よって、連結開口部６１ａ
において、冷却ユニット１００から送気された空気Ａが漏れることがない。
【００３９】
　連結管６１は、光源部３２の近傍に配設されており、連結管６１の他端６１ｂは、光源
部３２の近傍であって、光源部３２に対向する位置において開口している。尚、ドラム部
３内に、さらに、光源部３２の近傍であって、光源部３２に対向する位置において開口し
、ドラム排気孔３ｋｈと気密に接続された連結管６１を設けてもよい。
【００４０】
　以下、このように構成された本実施形態の内視鏡装置の作用を説明する。先ず、例えば
ドラム部３の内部に配設された図示しない温度センサが、ドラム部３内の雰囲気の温度が
規定の温度以上になったことを検知すると、ファン１０１が一方向に回転することにより
、箱体８１の箱体吸気孔８１ｅ（図４参照）から、図１に示すように、空気Ａが箱体８１
内に進入する。
【００４１】
　箱体８１内に進入した空気Ａは、装置本体４に配設され、箱体吸気孔８１ｅに装着され
た冷却ユニット１００の一端１００ａから冷却ユニット１００に進入する。その後、空気
Ａは、他端１００ｂから、該他端１００ｂに装着されたドラム部３のドラム吸気孔３ｊｈ
を介して空気配管６０に進入する。
【００４２】
　空気配管６０に進入した空気Ａは、連結開口部６１ａを介して連結管６１に進入し、該
連結管６１の他端６１ｂから、光源部３２に局部的に送気される。このことにより、光源
部３２及び該光源部３２により熱されたドラム部３内の雰囲気は冷却される。
【００４３】
　尚、この際、連結管６１の他端６１ｂは、光源部３２の近傍であって、光源部３２に対
向する位置に開口しているため、ドラム部３が回動したとしても、ドラム部３の回動の影
響を受けずに光源部３２に局部的に効率良く確実に空気を送気することができる。
【００４４】
　このように、空気Ａを光源部３２等の発熱部に対して効率よく導くことができるため、
相対的にファン１００を小型化することができる。よって、ファンの小型化を可能とした
分、収納ケース８の箱体８１を小型化することができ、その結果、内視鏡装置１全体を小
型化することができる。
【００４５】
　さらに、ファン１０１の小型化を可能としたので、ファンを駆動させる電力を、大型フ
ァンよりも、小さくすることができ、内視鏡装置１の省電力化を図ることができる。さら
に、ファンの風切り音も小さくなるため、静音化も実現できる。
【００４６】
　最後に、冷却された雰囲気Ａ’は、ファン１０１によりドラム部３の下面板３ｋに形成
されたドラム排気孔３ｋｈを介してドラム部３の外方に送気される。さらに、この雰囲気
Ａ’は、ファン１０１により、箱体排気孔８１ｈ（図４参照）から、図２に示すように、
箱体８１の外方に排気される。
【００４７】
　このようにして、ドラム部３内に配設された光源部３２の熱を小型のファンにより局部
的に効率よく確実に冷却させることができ、省電力かつ装置の小型化、静音化を図った内
視鏡装置１を提供することができる。
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【００４８】
　尚、以下、本実施の形態の変形例を図１０を用いて示す。本実施の形態においては、光
源部３２は、ドラム部３のドラム排気孔３ｋｈの近傍位置に配設され、冷却ユニット１０
０のファン１０１により、空気Ａが送気されることにより冷却され、該冷却された雰囲気
Ａ’は、ドラム排気孔３ｋｈからドラム部３の外部に排気されると示した。
【００４９】
　これに限らず、図１０に示すように、ドラム部３の内部３ｉであって、光源部３２と、
ドラム排気孔３ｋｈとの間にファン１０２を配設し、冷却ユニット１００のファン１０１
とファン１０２とを同時に同方向に回転させることにより、より効果的に効率よく、光源
部３２を冷却するようにしても良いということは云うまでもない。
【００５０】
（第２実施の形態）
　図１１は、本発明の第２実施の形態を示す内視鏡装置の箱体の内部に配設された部材の
構成を示す箱体の透視斜視図、図１２は、図１１の箱体の正面図、図１３は、図１１中の
ドラム部の内部の構成を装置本体と共に示す透視正面図である。
【００５１】
　この第２実施の形態の内視鏡装置２０１の構成は、上記図１乃至図１０に示した内視鏡
装置１と比して、光源部３２をドラム部３の回動中心３ｓ上に配設し、それに併せて、冷
却ユニット１００の他端１００ｂと上面板３ｊのドラム吸気孔３ｊｈとの装着部、及び空
気配管６０を、ドラム部３の回動中心３ｓ上に配設した点のみが異なる。よって、この相
違点のみを説明し、第１実施の形態と同様の構成には同じ符号を付し、その説明は省略す
る。また本実施の形態においても、発熱部は、光源部３２を例に挙げて説明する。
【００５２】
　図１１～図１３に示すように、内視鏡装置２０１のドラム部３の上面板３ｊの回動中心
３ｓ上の位置に、箱体８１の箱体吸気孔８１ｅから吸入した空気Ａをドラム部３の内部３
ｉに吸入する貫通孔であるドラム吸気孔３０ｊｈが回動軸３１内部に形成されている。尚
、該ドラム吸気孔３０ｊｈは、ドラム部３の内部３ｉに配設された後述する空気配管１６
０の一端の上面板３ｊ側の開口部となっている。
【００５３】
　さらに、下面板３ｋのドラム部３の内部３ｉに配設された後述する光源部３２、及び箱
体８１の箱体排気孔８１ｈに対向する位置であって、ドラム部３の回動中心３ｓ上の位置
に、ドラム部３の内部３ｉの雰囲気Ａ’を、ドラム部３の外部に排出する貫通孔であるド
ラム排気孔３０ｋｈが形成されている。尚、ドラム排気孔３０ｋｈは、後述する図１２に
示すが、箱体８１の箱体排気孔８１ｈに気密に接続されている。
【００５４】
　装置本体４に配設された冷却ユニット１００の他端１００ｂは、ドラム部３の上面板３
ｊの回動中心３ｓ上に形成されたドラム吸気孔３０ｊｈに気密に装着されている。尚、冷
却ユニット１００の他端１００ｂとドラム吸気孔３０ｊｈとは、該ドラム吸気孔３０ｊｈ
がドラム部３の回動中心３ｓに配設されていることからドラム部３が回動しても常時気密
を保った装着状態となっている。このため、他端１００ｂとドラム吸気孔３０ｊｈとの装
着部から冷却ユニット１００から送気された空気Ａが漏れることはない。
【００５５】
　ドラム部３の上面板３ｊと装置本体４の一つの側面との間であって、回動軸３１の外周
に、図１２に示すようにシール材１９０が配設されている。シール材１９０は、ドラム部
３の回動によって発生する該ドラム部３の回動ゆがみにより、上面板３ｊに形成されたド
ラム吸気孔３０ｊｈと装置本体４に配設された冷却ユニット１００の他端１００ｂとの装
着部から冷却ユニット１００から送気された空気Ａが漏れるのを防止するためのものであ
り、ゴム等の弾性体を用いて形成されている。
【００５６】
　さらに、ドラム部３の下面板３ｋと箱体８１に配設されたドラム巻取り蓋４０との間で
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あって、回動中心３ｓの位置にも、図１２に示すように、シール材１９０が配設されてい
る。シール材１９０は、ドラム部３の回動によって発生する該ドラム部３の回動ゆがみに
より、下面板３ｋに形成されたドラム排気孔３０ｋｈと箱体排気孔８１ｈとの間から雰囲
気Ａ’が漏れるのを防止する。
【００５７】
　ドラム部３の内部３ｉに、発熱部３２、空気の通気路となる配管部である空気配管１６
０、ドラム部３を回動させるためのモータ、図示しない電気基板等が配設されている。
【００５８】
　光源部３２は、ドラム部３の内部３ｉのドラム部３の回動中心３ｓ上であって、下面板
３ｋに形成されたドラム排気孔３ｋｈに対向するドラム排気孔３ｋｈの近傍位置に、光源
を供給するための基板や、ドラム部３を回動させるための基板及びモータ等とともに配設
されている。
【００５９】
　空気配管１６０は、例えば断熱材で構成されており、図１１，図１３に示すように、空
気配管１６０の開口部であるドラム吸気孔３０ｊｈは、回動中心３ｓにおいて、常時、冷
却ユニット１００の他端１００ｂに気密に装着されている。
【００６０】
　空気配管１６０の下面板３ｋ側に、他端である開口１６０ｂが形成されており、該開口
１６０ｂは、光源部３２の近傍であって、光源部３２に対向するよう位置している。
【００６１】
　以下、このように構成された本実施形態の内視鏡装置２０１の作用を説明する。先ず、
例えばドラム部３の内部３ｉに配設された図示しない温度センサが、ドラム部３内の雰囲
気の温度が規定の温度以上になったことを検知すると、ファン１０１が一方向に回転する
ことにより、箱体８１の箱体吸気孔８１ｅ（図１１参照）から、空気Ａが箱体８１内に進
入する。
【００６２】
　箱体８１内に進入した空気Ａは、装置本体４に配設され、箱体吸気孔８１ｅに装着され
た冷却ユニット１００の一端１００ａから冷却ユニット１００に進入する。その後、空気
Ａは、他端１００ｂから、該他端１００ｂに装着されたドラム部３の回動中心３ｓに位置
するドラム吸気孔３０ｊｈを介してドラム部３の回動中心３ｓ上に配設された空気配管１
６０に進入する。
【００６３】
　空気配管１６０に進入した空気Ａは、開口１６０ｂから、光源部３２に局部的に送気さ
れる。このことにより、光源部３２及び該光源部３２により熱されたドラム部３内の雰囲
気は冷却される。
【００６４】
　尚、この際、光源部３２は、ドラム部３の回動中心３ｓ上に配設されていることから、
ドラム部３が回動しても、光源部３２は回動しない。よって、ドラム部３内において空気
の循環が起こらない。即ちドラム部内で熱の分散が起こらない。
【００６５】
　また、空気配管１６０は、ドラム部３の回動中心３ｓ上に配設され、光源部３２の近傍
であって、光源部３２に対向する位置に開口１６０ｂを有しているため、ファン１０１は
、回動中心３ｓ上に配設された光源部３２に、ドラム部３の回動の影響を受けずに局部的
により効率良く確実に空気を送気することができる。このことにより、光源部３２の熱及
びドラム部３内の雰囲気は、より確実に冷却される。
【００６６】
　最後に、冷却された雰囲気Ａ’は、ファン１０１によりドラム部３の下面板３ｋの回動
中心３ｓ上に形成されたドラム排気孔３０ｋｈを介してドラム部３の外方に送気される。
さらに、この雰囲気Ａ’は、ファン１０１により、箱体排気孔８１ｈから、箱体８１の外
方に排気される。
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【００６７】
　このようにして、ドラム部３内の回動中心３ｓ上に配設された光源部３２の熱を小型の
ファンにより局部的に効率よく確実に冷却させることができ、省電力かつ装置の小型化、
静音化を図った内視鏡装置２０１を提供することができる。その他作用効果については、
上述した第１の実施の形態と同様である。
【００６８】
　尚、以下、本実施の形態の変形例を図１４を用いて示す。本実施の形態においては、光
源部３２は、ドラム部３の回動中心３ｓ上であってドラム排気孔３０ｋｈの近傍位置に配
設され、冷却ユニット１００のファン１０１により、空気Ａが送気されることにより冷却
され、該冷却された雰囲気Ａ’は、ドラム排気孔３０ｋｈからドラム部３の外部に排気さ
れると示した。
【００６９】
　これに限らず、図１４に示すように、ドラム部３の内部３ｉであって、光源部３２と、
ドラム排気孔３０ｋｈとの間にファン１０２を配設し、冷却ユニット１００のファン１０
１とファン１０２とを同時に同方向に回転させることにより、より効果的に効率よく、光
源部３２を冷却するようにしても良いということは云うまでもない。
【００７０】
　以下、上述した第１実施の形態及び第２実施の形態の変形例を示す。上述した第１実施
の形態及び第２実施の形態においては、箱体吸気孔８１ｅ及びドラム吸気孔３ｊｈ，３０
ｊｈは、箱体８１の内部並びにドラム部３の内部３ｉに、光源部３２の熱を冷却するため
の空気Ａを吸気するためのものであり、箱体排気孔８１ｈ及びドラム排気孔３ｋｈ，３０
ｋｈは、箱体８１の内部並びにドラム部３の内部３ｉの雰囲気Ａ’を排出するためのもの
であると示した。
【００７１】
　これに限らず、ファン１０１を、上述した一の方向と反対の他の方向に回転させること
により、箱体排気孔８１ｈ及びドラム排気孔３ｋｈ，３０ｋｈから箱体８１の内部並びに
ドラム部３の内部３ｉに、光源部３２の熱を冷却するための空気Ａを吸気し、箱体吸気孔
８１ｅ及びドラム吸気孔３ｊｈ，３０ｊｈから箱体８１の内部並びにドラム部３の内部３
ｉの雰囲気Ａ’を排出するようにしても、上述した第１実施の形態及び第２実施の形態と
同様の効果を得ることができる。
【００７２】
　また、以下、別の変形例を示すと、上述した第１実施の形態及び第２実施の形態におい
ては、箱体８１の底面に、箱体８１内に配設されたドラム部３の内部３ｉに、空気Ａを吸
入する箱体吸気孔８１ｅが形成されていると示した。
【００７３】
　これに限らず、箱体吸気孔８１ｅは、箱体８１のどの面に形成してもよく、この場合、
箱体吸気孔８１ｅの位置に応じて、装置本体４に冷却ユニット１００を配設すればよい。
また、箱体吸気孔８１ｅ及び冷却ユニット１００は、複数形成してもよい。さらに、冷却
ユニット１００は、箱体８１内であれば、装置本体４でなくとも、何処に配設しても構わ
ない。
【００７４】
　次いで、別の変形例を示すと、ファン１０１は、装置本体４に配設された冷却ユニット
１００に配設されると示したが、これに限らず、ドラム部３の上面板３ｊに形成されたド
ラム吸気孔３ｊｈ，３０ｊｈに配設しても上述した第１実施の形態及び第２実施の形態と
同様の効果を得ることができる。
【００７５】
　また、別の変形例を図１５に示す。ファン１０１を上述した一の方向と反対の他の方向
に回転させなければ、図１５に示すように、空気配管６０，１６０の内部にフィン６０ｆ
，１６０ｆを複数設けてもよい。フィン６０ｆ，１６０ｆを設けることにより、空気配管
６０，１６０内における空気Ａの逆流を防ぐことができ、効率良く発熱部３２に空気Ａを
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局部的に送気することができる。
【００７６】
　さらに、以下、別の変形例を示す。上述した第１実施の形態及び第２実施の形態におい
ては、冷却手段により冷却される発熱部は、光源部３２を例に挙げて示したが、ＣＣＵ３
３でも良く、さらに、ドラム部内に配設され、電源が供給されることにより発熱するもの
であれば、あらゆる電気部品でも良いことは勿論である。
【００７７】
　また、以下、別の変形例を示す。上述した第１実施の形態及び第２実施の形態において
は、光源部を１個冷却する例を示したが、ドラム部内に配設されている全ての発熱部に適
用できるということは勿論である。即ち、光源部３２，ＣＣＵ３３及び他の電気部品を同
時に空気配管６０、連結管６１を用いて局部的に冷却するようにしてもよい。
【００７８】
　次いで別の変形例を図１６を用いて説明する。上述した第１実施の形態及び第２実施の
形態においては、ドラム部３の内部３ｉに配設された光源部３２及びドラム部３の内部３
ｉの雰囲気を冷却するために、箱体吸気孔８１ｅから箱体内に空気Ａを導き、箱体排気孔
８１ｈから箱体８１内の雰囲気Ａ’を排出する構成とした。
【００７９】
　これに限らず、箱体８１内への空気Ａ及び雰囲気Ａ’の吸排気を１つの孔から行っても
良い。図１６は、１つの吸排気孔により箱体内の雰囲気の吸排気を行う変形例を示す内視
鏡装置の箱体の内部に配設された部材の構成を示す箱体の透視斜視図である。
【００８０】
　図１６に示すように、ドラム部３の下面板３ｋと箱体８１に配設されたドラム巻取り蓋
４０との間であって、回動中心３ｓ上の位置に、膨張収縮自在なバルーン状の膨張収縮部
（以下、バルーンと称す）３９０が配設されている。尚、その他の構成は、上述した第２
実施の形態において図１１において説明した構成と略同一であるため、その説明は省略す
る。
【００８１】
　このように構成された内視鏡装置においては、ドラム部３の内部３ｉに箱体８１の外部
から箱体吸気孔８１ｅを介して空気Ａを吸気する場合は、ファン１０１が一方向に回転す
ることにより、バルーン３９０が膨張する。
【００８２】
　ファン１０１の回転及びバルーン３９０の膨張により、ドラム部３の内部３ｉに、光源
部３２及び該光源部３２により熱されたドラム部３の内部３ｉの雰囲気を冷却する空気Ａ
が箱体８１の外部から箱体吸気孔８１ｅを介してドラム部３の内部３ｉに吸気される。
【００８３】
　一方、ドラム部３の内部３ｉから、送気された空気Ａにより冷却された光源部３２及び
該光源部３２により熱されたドラム部３の内部３ｉの雰囲気Ａ’を、箱体吸気孔８１ｅを
介して箱体８１の外部に排気する場合は、ファン１０１を一の方向とは反対の他の方向に
回転させる。
【００８４】
　このことによりバルーン３９０は収縮する。よって、ファン１０１の回転及びバルーン
３９０の収縮により、ドラム部３の内部３ｉから、光源部３２及びドラム部３の内部３ｉ
の雰囲気Ａ’は箱体吸気孔８１ｅを介して箱体８１の外部に排気される。
【００８５】
　よって、ファン１０１の順回転、逆回転、及びバルーンの膨張、収縮を繰り返すことに
より、１つの箱体吸気孔８１ｅのみにより、箱体８１内への空気Ａ及び雰囲気Ａ’の吸排
気を行うことができる。このことにより、ドラム部３に形成される貫通孔は１箇所のみと
なるため、ドラム部３の内部３ｉに箱体８１の外部から雨風等が進入するのをより効果的
に防ぐことができる。
【００８６】
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　尚、バルーン３９０は、ドラム部３の下面板３ｋと箱体８１に配設されたドラム巻取り
蓋４０との間に配設されると示したが、これに限らず、上面板３ｊと装置本体４との間の
空気の通気路に配設しても良い。
【００８７】
　また、バルーン３９０は、回動中心３ｓ上に配設されると示したが、これに限らず、上
述した第１実施の形態の図４に示したように、ドラム部３の外周面３ａ寄りに配設しても
良い。さらに、膨張収縮部は、バルーンに限らず、例えばピストンのようなものであって
もよいことは勿論である。
【００８８】
　次いで他の変形例を図１７を用いて示す。上述した第１実施の形態及び第２実施の形態
においては、ドラム部３の内部３ｉの空気に通気路は、空気配管６０、連結管６１を例に
挙げて示した。これに限らず、図１７に示すように、ドラム部３の内部３ｉに配設された
、光源を供給するための基板や、ドラム部３を回動させるための基板及びモータ等の内蔵
物の配置によりドラム吸気孔３ｊｈから光源部３２までの空気の通気路を形成しても良い
。尚この際、ドラム部３の内部３ｉに、図１７に示すように、連結管６１の連結開口部６
１ａへ至る空気Ａの通り道に空気Ａをガイドする壁部４００を設けることで、より効率良
く空気Ａを連結管６１の連結開口部６１ａに案内することができる。
【００８９】
　［付記］
　以上詳述した如く、本発明の実施形態によれば、以下の如き構成を得ることができる。
即ち、
　（１）柔軟であって細長な内視鏡挿入部を外周面に巻取りまたは外周面から繰り出しで
きる回動自在なドラム部が配設された内視鏡装置であって、
　上記ドラム部は複数の外壁部により内部に空間を有するよう構成され、該ドラム部の外
壁部に該ドラム部の内部と外部とを連通する貫通孔が少なくとも１つ形成されており、
　上記ドラム部の内部に、発熱部が配設されており、
　上記ドラム部の内部に、上記発熱部と、上記貫通孔とを連通する空気の通気路が設けら
れていることを特徴とする内視鏡装置。
【００９０】
　（２）上記発熱部は、上記内視鏡の光源部と、上記内視鏡に配設されたカメラのコント
ロールユニットとの少なくとも一方であることを特徴とする付記１に記載の内視鏡装置。
【００９１】
　（３）上記発熱部は、上記ドラム部の回動中心に配設されていることを特徴とする付記
１または２に記載の内視鏡装置。
【００９２】
　（４）上記空気の通気路は、管状部材により形成されていることを特徴とする付記１～
３のいずれかに記載の内視鏡装置。
【００９３】
　（５）上記空気の通気路は、上記発熱部に局部的に空気を送気する配管部により構成さ
れていることを特徴とする付記１～４のいずれかに記載の内視鏡装置。
【００９４】
　（６）上記空気の通気路は、一端が上記貫通孔において開口された環状の配管部と、一
端が上記環状の配管部の他端に装着され、他端が上記発熱部近傍において開口され該発熱
部に局部的に空気を送気する連結部とにより構成されていることを特徴とする付記１～４
のいずれかに記載の内視鏡装置。
【００９５】
　（７）上記空気の通気路は、上記ドラム部の内部に配設された内蔵物の配置により形成
されていることを特徴とする付記１～３のいずれかに記載の内視鏡装置。
【００９６】
　（８）上記空気の通気路に逆流を防止するフィンが形成されていることを特徴とする付
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記４～６のいずれかに記載の内視鏡装置。
【００９７】
　（９）上記貫通孔は、上記ドラム部の内部に該ドラム部の外部から空気を吸気する吸気
孔と、上記発熱部の熱及び上記ドラム部の内部の雰囲気を該ドラム部の外部に排気する排
気孔との、少なくともいずれか一方であることを特徴とする付記１～８のいずれかに記載
の内視鏡装置。
【００９８】
　（１０）上記吸気孔に装着され、上記発熱部を冷却するファンが配設された冷却ユニッ
トが、上記ドラム部の外部に配設されていることを特徴とする付記１～９のいずれかに記
載の内視鏡装置。
【００９９】
　（１１）上記ドラム部の上記吸気孔の近傍に、上記発熱部を冷却するファンが配設され
ていることを特徴とする付記１～１０のいずれかに記載の内視鏡装置。
【０１００】
　（１２）上記排気孔の近傍に、上記発熱部の熱及び上記ドラム部の内部の雰囲気を上記
ドラム部の外部に排出するファンが配設されていることを特徴とする付記１～１１のいず
れかに記載の内視鏡装置。
【０１０１】
　（１３）ドラム部に膨張収縮部材が配設されていることを特徴とする付記９～１１のい
ずれかに記載の内視鏡装置。
【図面の簡単な説明】
【０１０２】
【図１】本発明の第１実施の形態を示す内視鏡装置の一部を破いて示した斜視図。
【図２】図１の内視鏡装置の斜視図。
【図３】図１，図２中のドラム部を装置本体側から見た部分正面図。
【図４】図１中の箱体の内部に配設された部材の構成を示す箱体の透視斜視図。
【図５】図４の箱体の正面図。
【図６】図４中のドラム部の内部の構成を装置本体と共に示す透視正面図。
【図７】図４中のドラム部と装置本体との接続例を示した断面図。
【図８】図７の部分斜視図。
【図９】ドラム部と装置本体との他の接続例を示した断面図。
【図１０】図４中のドラム部の内部の構成の変形例を装置本体と共に示す透視正面図。
【図１１】本発明の第２実施の形態を示す内視鏡装置の箱体の内部に配設された部材の構
成を示す箱体の透視斜視図。
【図１２】図１１中の箱体の正面図。
【図１３】図１１中のドラム部の内部の構成を装置本体と共に示す透視正面図。
【図１４】図１３中のドラム部の内部の構成の変形例を装置本体と共に示す透視正面図。
【図１５】図１，図１１中のドラム部の空気配管の内部にフィンを設けた変形例を示すド
ラム部を装置本体側から見た部分正面図。
【図１６】図４，図１１の内視鏡装置の箱体の内部に配設された部材の構成の変形例を示
す箱体の透視斜視図。
【図１７】空気の通気路を図４，図１１中のドラム部の内蔵物で構成した変形例を示すド
ラム部の透視正面図。
【符号の説明】
【０１０３】
　１…内視鏡装置
　３…ドラム部
　３ａ…ドラム外周面
　３ｊ…上面板
　３ｊｈ…ドラム吸気孔
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　３ｋ…下面板
　３ｋｈ…ドラム排気孔
　３ｓ…ドラム部の回動中心
　２１…内視鏡挿入部
　３０ｊｈ…ドラム吸気孔
　３０ｋｈ…ドラム排気孔
　３２…光源部
　６０…空気配管
　６１…連結管
　６１ａ…開口
　６１ｂ…開口
　１００…冷却ユニット
　１０１…ファン
　１０２…ファン
　１６０…空気配管
　２０１…内視鏡装置
　代理人　　弁理士　　伊藤　進

【図１】 【図２】
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